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筑嚢ゲｰテど麹質掌

山田正春(地質相談所)･鈴木重人(愛知教育大学)
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はじめに

ゲｰテ(J.h.nnW.1fg.ngv.nG｡｡th｡)は富裕な法

律家であった父カスパル(K･･p･･)とフランクフルト

市長の娘であった母カタリｰナ･エリザベト(Katharina

E1isab･th)の長子として1749年8月28目正午マイン

河畔のフランクフルト市において瓜瓜の声をあげた.

ゲｰテはダンテシェｰクスピアとともに世界3大

詩人の1人に数えられるカミその出世作となった《若き

ヴェルテルの悩み一DieLeidendesjmgenWerthers》

(1774)をはじめ《ヴィノレヘルム･マイスタｰの徒弟時

代一Wi1he1mMeistersLehrjahre》(1796)《ヴィルヘ

ルム･マイスタｰの遍歴時代一Wi1he1mMeistersWan-

derjahre》(1829)《ファウストｰFaust》(18081831)

などの名作はわが国の若人にとっても思想的成長の糧

としてはかり知れない影響を与えてきたといえよう｡

またゲｰテの詩のいくつかは著名な音楽家によって作曲

されその美しき調べとともに広く国民に親しまれてき

た.なかでもゲｰテ20歳(1770)の時シュトラウス

ブルク(現在の佛領ストラスブｰルｰSt･･sbou･g)の法律学

校に学んでいた頃同市郊外のゼｰゼンノ･イム(Sesen･

hei㎜)の牧師の娘フリデリｰケ･ブリオン(F.ide.ike

B･ion)への恋情をうたった《野ばら一Heidenrδs1ein》は

シュｰベルト(Schubert)やヴェルナｰ(Wemer)によ

って作曲され学校唱歌としても広く深く愛唱されてき

た.

ゲｰテが偉大な詩人でありまた大思想家･作家であ

ると同時にまたある時期にはヴァイマｰル公国の宰相

として活躍したことはよく知られる所である.一般に

ゲｰテを語る時出生からヴァイマｰル公国に仕官した

1775年までを第1期以後公国での活躍から1805年の親

友シラｰ(Schi11e･)の死(1805)までを第2期そして

その後死去するまでを第3期に分けて論ぜられる.ゲ

ｰテの生涯やその足跡･思想などについてはそれらの

専門書に譲るとしてここではゲｰテがつとに愛好した

自然研究家としての一面とくに今まであまり紹介され

ることの在かった地質学･鉱物学とのかかわりや業績

さらにその思想などについて一部の著書の翻訳･解説を

まじえなカミらのべてみようと思う.

写真1ゲｰテ(JohamWo1fgangvon

�整�����㈩

写真2フランクフルトアンマインにあ

るゲｰテの生家(Goethehaus)�
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表1グｰテのおもな地質学関係論文

ゲｰテのおもな地質学関係論文
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自然科学とゲｰテ

ゲｰテは1775年秋ヴァイマｰル公国に迎えられたが,

以後約10年間は公国のために寝食を忘れて貢献するので

あるがこの間土木財政産業一般軍事部門鉱業

関係など公国のほとんどすべてに互って活躍した.

ゲｰテが生物学物理学化学気象学や地質学･鉱物

学など自然科学部門に関心を深めるようになったのも

この時期からで前述の分類にしたがえば第2期の初期

に当る.

ゲｰテの自然科学に関する著名な業績としてよく知ら

れるものに間顎骨の発見(1784)植物変態論(1790)

色彩論(1810)などがある.当時はまだ自然科学者とい

う表現はなくゲｰテは自ら自然愛好家または自然研究

者と称していた･つまりゲｰテにとっては自然を友と

する人間が自然を愛する対称としてよりよく知ろう

とすることが即自然研究であったのである.そして自

然を知るためには知的能力のみではなく鋭敏な感性や

豊かな想像力が必要であると考えていた.

またゲｰテの自然科学者としての段階をつぎの4期

に分けて考えられている.

ヴァイマｰル前期

イタリヤ旅行以後

研究成果の集大成期

晩年の自然観照期

1775年～1786年

1786～1817

1817～1824

1824～1832

地質学･鉱物学とゲｰテ

ゲｰテがヴァイマｰル公国で鉱業部門に関係するよう

になったのは1776年2月公国のカｰル･アウグスト

(Ka･1AUGUsT)大公からイルメナウ(Ilmenau)鉱山の

復興再開発を依頼されて同鉱山の開発にたづさわった時

期からである.これを契機にイルメナウ鉱山周辺の地

質調査の必要にせまられおのづから地質学や鉱物学に

対する関心を深めるのであるがrイルメナウ鉱山再開

記念演説｣をはじめいくつかのこの鉱山に関する報告

書を書いている.また有名な詩《イルメナウ》はこ

の鉱山開発に当ったゲｰテ自身の苦斗を綴ったものであ

るといわれる.このように開発の実務から次第に専門

的な研究へと発展していったのであり地質旅行の観察

をはじめゲｰテの地質学･鉱物学に関する論文は非常に

多くかつてドイツで300におよぶといわれた.しかし

これらの中には短小の感想文エッセイ的なものまで含

まれるので本来の自然科学的な論文らしいものはこれ

よりはるかに少ないカミ初期の頃は花筒岩に関するもの

が多くみられる.おもなものをあげると表1のように

たる.しかしゲｰテの現在でもなお学会から賞賛され

ている地質学上の業績にアルプスのある地方に散在す

る漂礫土をもってこの地方がかつて広範囲に氷河に覆

われたことの証拠としたことである.すたわちアル

プスの氷河時代の遺跡を最初にこの地方で発見したので

ある.

イルメナウ鉱山などの開発に尽力しまた鉱物学

に貢献したゲｰテにちなんで彼の名のついた鉱物に

ゲｰタイト(Goethite)一針鉄鉱一がある.ゲｰタ

イトは1789年に発見された鉄のノ･イドロオキサイド

で成分はα“eO(0H)･で鱗片状繊維状ぶ

どう状塊状校とをなして産する鉄鉱物の風化生成

物である.

イルメナウ鉱山の開発に従事していた1777年にはハ

ノレツ(Har･)地方に旅行しきびしい冬のブロッケン

(Brocken)山(1,142m)に登山した｡そしてこの地方

の花岡岩地帯を観察して広く地質学や自然の創造に関

する根源的た諸現象に思ひをめぐらした.この時の思

い出は《ファウスト》の中のヴァルプルギスの夜(W.1-

purgisnacht)の項などに現われている｡このハルツ地

方の地質旅行によってまとめた構想を《むberd㎝Granit

一花闇岩について》と題して1784年1月18目に発表して

いる.これは花開岩に関する論述というよりむしろ

詩人思想家文学者としての立場に立って観察した

いわぱエッセイとでもいうべきものかもしれない.い

ずれにしても200年もの昔に文豪ゲｰテが自然につい

て地質学についてどんな構想をもっていたのかま

た花商岩についてどのような知識を持っていたのかと

いった大路を窺い知ることが出来よう､誠にもって興

味津津というべきであろう.�
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さて《花開岩について》の内容であるがゲｰテは

花開岩か欠きた塊りをなしていてその底は地下深くに

まで到達しており人間の心を感動

させるほどの偉大なものであること

を認めていてr花闇岩は音から人目

をひく石で人類の身近なものとなっ

ていたものであり古代人はこの石

をエチオピア国境にあるズィエネ

ちゼウスによって不死身にされた)の巨像やこの巨大なオベ

リスクは旅人の眼を見張らせるところである.｣と

花闇岩の巨大さを説明している.そしてそのあと

rその粒状の外観に因んだ名称(*ラテン語の粒一Granum

→イタリヤ語の粒一Grano→Granit)がつけられたがすべ

ての自然科学的なものとしての外観に格上げされるまで

は屈辱に耐えねばならなかったのである.｣と言って

Granitの名がつけられたことに対して擬人化して感想

をのべている.r一人のイタリヤ人の自然科学者は

オベリスクのあの巨大な塊りとその粒の驚くべき多様を

見てそれがエジプト人の技術によって液状の塊りで積

み重ねられたものであろうと信じさせられたがその考

えはやカミてすぐ消え去り花筒岩の真価(品位)は多くの

一流の観察旅行者によって最終的に固定されたのであ

る.｣と花筒岩の名称の由来成因などについての自

然科学的考察を行っている.

(Syene一*現在のアスワン)に因んで

Syenit一閃長岩と呼んでいた｡｣と

いう書き出しで冒頭から専門用語

か出てくる.

rエジプト人はこの石の巨大た

塊りをいつも見ていた影響で巨大な

仕事を思いつくにいたった.エジ

プト国王は大陽信仰の象徴とされた

オベリスク(0be1isk一方尖塔一*ナポ

レオンがエジプト遠征の所持帰ったバリ

のコンコルド広場のオベリスクは有名)

をこの石で築き上げこの石が紅色

の斑点のあるところから永い間ず

一つと紅斑石(*この斑点はカリ長石で

あろう)の名で呼んでいた.また

スフィンクス(Sphinx一*人間または

動物の頭とライオンの体をもった想像

上の怪物の像)やメムノｰン(Mem･

nOn一*エチオピア神話の王.トロヤを

助けたカミアキレウスに殺された.の

つぎにゲｰテがドイツ中部山脈のハルツ山脈に登っ

たときの経験について述べている.r山脈の中を歩い

ているうちに花南岩は最も高く最も深いもので近

国片麻岩

団花南岩

024km〔
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くで見て他と区別でき我々の地球の極めて堅固なもの

でありその上には他の種々の山脈が乗って作られてい

る･｣と昔登ったときの経験を再確認して記している.

さらにまた考察を進めてr花蘭岩は地下奥深くに屈さ

微動だもせず静かに落ちついておりその背は高くそ

の頂上には周りの水が一度も届いたことのないほどだか

ら我々の花闇岩についての知識は多くもありまた少

くもある訳である･秘密に富んだ成因の組成をみると

その起源は水から由来したものでもなけれぱ火からでも

ないことが判る･｣と言って山脈の中で花開岩を磐石

不動の巨大枚ものとみている､そして続けて精神的考

察に入っての様子をのべている.

r地層とその部分その永続そしてその色の関係は

山脈ごとに変っており各山脈の塊りは一歩一歩進むご

とに区別されている部分互いに似ている部分のあるこ

とかわかるのでこの魅力を知る人は誰でも人間に対し

て自然的存在の秘密を持ち私がすでにふみこんだ観察

圏から抜けでて今度は情熱的な傾倒をもって観察に向

ったことを驚くことはないであろう.そうすることカミ

最も若く最も多種で最も感動的で最も変化しやす

く最も動揺させる創造物の一部であるところの人間の

内なる心の考察と描写によって量も古く最も堅固で

最も深く最も不動の自然の息子を観察するように科カミ

向って行ったという矛盾の精神に違い淀いといって非

難されることを私は恐れはしないのだ.な昔ならば

自然物はすべて研究的精神が何か手の届くものから閉め

出されるものでないというキチンとした関係に立って

いるように思えるからである.そうだ願わくば私カミ

人間の心構えの多様によって自分自身に内在するすぱ

やい感動によって他の多くのものの中でかつて悩み

かつ現在偉大で静かに語りかける自然が独り無言で近

写真3ノ'ノレツ山中の風景一0sterode東方

づいてくるのを待つ超越した落ちつきを悩むようにし

むけられよ.そして非難する人は私の後についてき

て欲しいものだ.｣といって岩石の時代色外観だ

との変化の様子の魅力古くて不動の岩石と若くて変

化し易い人間の心がともに自然の創造物でありこれら

にはキチンとした法則が支配しているという考察を行っ

ている.

さらに思考を高めてrこの心構えをもって私は最も

古く最も価値高い時の記念物に近づき高くて不毛の

頂上に立って広い地域を見下して自分に言ひ聞かせる

ことかできる.つまりお前は地球の最も深い所にま

で届いているこの土地の上に直接じっとおちついてい

るのだ.お前と最も堅い原始世界の堅園た底の間に

は何も新らしい地層もなければ積み上げられた堆積岩

片もない.お前は永続する墓の周りのあの肥沃な美

しい谷にいるような訳にはいかないよ.この頂上は何

等生物を生みもせずまた食いっくしもしなかった.

この頂上はあらゆる生命の以前から存在しまたあ

らゆる生命の周りに存在しているのだと.この瞬間

地球の内部にひきつけそして感動させる力が直接私に

作用し天カミ私に迫って近づいてきて私は自然を声く

考察するよう調子を上げ人間の精神が万物を活気づけ

るように私の中の肖像もまた盛んになるであろう.

そしてこの心の高揚をおさえることはできない.こ

のまったくの不毛の頂上を眺め遠くにも近くにも

僅かに生えた苔が殆んど見えないまま淋しく触りごと

を云う.人間には心が最も古く最初の最も深い

真理の感動だけを示す意志カミあるように思われようと･

私は我々の存在の最初で最も堅固な始まりに触れ

る.即ち除しくても寛大な谷と遠くの肥沃な牧場

の世界を見下し私の心は自分自身ならびに万物の回り

に襲えて天を慕うようにたるであろう.しかしや

カミて燃える太陽は人間の要求の渇きと飢えを呼び戻す

であろう･太陽は谷を見回しその精神はその周りに

写真4ノ'ルツ山脈花開岩地帯の地質断面図(ゲｰテ原図)�
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写真5割れ目のある岩石のスケッチ(ゲｰテ画)

飛びだしあの肥沃狂泉に富んだ平野にいる住人に気

カミつく.その住人は先祖の屍灰をけぱだて狭いと

ころで小さな要求を静かに落ちついて満足させして岩

片の上に思考と誤謬を繰り返し狂から幸せな住居を立て

たのである.心はこの考えを基にして過ぎし世紀

に到達し注意深い観察者の経験すべてをそしてまた

火のように燃える精神の想像を抽き出すことになる･｣

このように創造的自然を花開岩の山上に静かに落ちつ

いて観察を行っている｡さらに続けてrこの岩壁は

喧しくギザギザになって雲の中に高く襲えその頂上

はあたかも過去の海水の中に囲まれた島のように突き出

ており大波を考えさせる精神が回りにざわめく･そ

の広くたなびく裾のなかでこの高い山は原始山脈の岩

片から作られそしてその後できた遠方の山は原始

山脈の岩片と住人の残りすべてから作られ苔ははや

最初に生存し始め甲殻を持つ海の住人も希にはや活

動しその後海水は水位を下げそのためにより高く

なった山は緑を帯びすべては生命に満ちあふれ始める

という訳だ.

しかしやがてこの生命は新らしい破壊の局面に立ち

向うことになる､遠くでは荒れ狂う火山が高く噴き上

写真6岩石のスケッチ(フィヒテル山脈中のヴァンジｰ

デル付近)一ゲｰテのペン両1820

がり世界を破壊するぞと脅かさんばかりに輝く･そ

れにも拘らず私が安全に落ちついているこの基盤は遠

い浜と島の住人カミ誠意なき底の下に埋められるという

のに微動だもせず留まっている.私はこの裾の方の観

察から帰り自分の落ちついている巌自体を眺めこの

存在は我が心を高めかつ安全なものにする･私には

混乱せる割れ目によって切断された岩塊カミこちらでは

高く真直にあちらでは高くよりかかるように立ちや

カミては鋭く重なりあったり形の一定しなレ)塊りとなっ

て投げだされたりするのが見えまづ最初につぎのよう

に叫ぶかもしれ狂いのだ.一ここには最初からあっ

た状態のものは何一つたくあらゆる岩片不秩序なら

びに破壊があるのだと.｣

この考察は自然活動ごとに岩石の成因生物の発

生･変遷火山の活動人間の存在など幅広く奥深い

自然観察におよび変動の世界の放かで独り花商岩は

磐石なもの等々地質学的生成問題をも認識しこれ

を眺める自分の心の高揚この自然を通しての精神の把握

を認めているのである一そしてr観察のときの誤り

といえども人を注意深くさせるなどなど大変役立つ｣こ

とさらにゲｰテのrこの経験がドイツ人に対してより

この論述を手にされるかも知れない外国の人々に対して

岩石の区別をよく学ぶようにとの警告ともなれば｣と望

んでいる.

最後にrイタリア人は今なお溶岩を細粒花寓岩と見

間違えフランス人は彼等の間で板状花開岩あるいは二

次的花闇岩と呼ばれる片麻岩を花開岩と見間違える･

いやそれぱかりか普通はかかるものには非常に正直

である我々ドイツ人でさえも先目までは赤底統(*Ro･

t1iegendes:中･西部ヨｰロッパの陸成下部二畳系に属しこの

下部は火成活動が盛んで化石を含まないところからTot1iege･

ndesと書かれた.ゲｰテはこの単語の方を使用している.)

写真7ガンマｰベノレクの眺望(工一ガｰ付近)一ゲｰテ画�
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の岩石即ち石英と角岩のようなものが一

緒に凝固した岩石をまた一般にスレｰト

層の下部にあってノ･ルツ山地のなかの

グレイワッケ即ち石英と粘板岩片の混成

したものを花開岩と兄間違えていたのであ

る.｣と結んでいる.このように専門用

語を多く用い花開岩は一見他と区別がつ

くようでまたそれができたい誤謬を持た

れるものであることに対し例をあげての

べている.それにしても｢Jasogar

��敵瑳捨攬摩敷楲��瑩�敲朱��

chenDingensogewissenhaftsind,……｣

などと云うあたりはさすがにドイツ人ら

しいと云うべきであろうか.それはさて

写真8

おき文豪ゲｰテが自然の創造物である花

開岩の山に登ってそこに静かに落ちつき

下の方を見下しまた上の方を眺めして自然の創造に

ついてまたその創造物の一つである人間の心について

思索をめぐらしやがて彼の汎神論的世界観によって組

立てられた世界統合思想や彼の大作を生みだしたその

根底にあるフィロンフィｰの片鱗をかすかに垣間みる思

いである･このことはまた我々地質学･鉱物学を専攻

する者にとっては大きな驚きでもありまた興味をも

って一考させられるところでもあろう.

晩年のゲｰテ

ゲｰテが粉骨砕身努力を重ねたヴァイマｰル公国で

の約10年間には幅広い分野にわたって大きな業績をあ

げたのであるがそれらを残して1786年にイタリヤ旅行

ノ･ノレツの下部石炭系Ku1mのグレイワッケ(右下)と泥岩(左)

一〇sterode東方

1788年約2年間にわたったイタリヤ旅行を終えて

再びヴァイマｰノレに帰ってからは繁忙匁政務をは在れ

シラｰとの交友を深めたのをはじめ幾多の変遷を経て

《ヴィルヘルム･マイスタｰの遍歴時代》(1829)や《フ

ァウスト》(第1部はすでに1808年に発表1831年に第2部を

完成)などという不朽の名作の完成といったゲｰテの

生涯における最も充実した時代を迎えるのである.

ゲｰテは晩年自らの地質学研究について回想したな

かで地質学に対する興味は鉱床開発に大きな刺激をう

けたと素直にのべている.そしてイルメナウ鉱山の

層状鉱床を研究したことによってチュイｰリンゲン

(Th肚ing.n)地方の鉱床の全容についての知識を得たと

のべている.

に旅立った｡イタリヤでは同国の自然や

古代美術を主とする芸術について鋭く観察し

これらの詳細を《イタリヤ紀行》と題して発

表している.この時ナポリに近いポッツオ

リ(P･･zuoli)のセラピス(S･･api･)の寺院の

跡をたづねたかその石柱の下部に水蝕の痕

が明瞭に残っているのを観察している.そ

の後これをライエル(Lye11)が陸地と海水

面との相対的な昇降運動の証拠として学会に

紹介した話は有名である.

ゲｰテはこのイタリヤ旅行を契機に再び

詩人･思想家の道にもどることにたるのであ

るがこれとともに自然科学に対しては研究

成果の集大成期晩年の自然観照期へと移っ

てゆくのである.

写真9

アンモナイト(チュｰビンゲン大学展示物)一ジュラ紀前期一

チュｰビンゲン南方産､かつてゲｰテが研究したといわれ

天然記念物に指定されている｡�
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写真10

ゲｰテ作製の鉱床断面図

イノレメナウ鉱山はヴァイマｰル公国の宰相であった

ゲｰテが公国の財政上の理由から新らしくこの鉱山の

調査を開始することを主張し1776年に着手した.し

かし1784年に鉱徴を発見し竪坑による採堀を計画し

着手して10年間におよんだカミ坑内大出水事故(1796)

もありついにめざす銅鉱床を把握するにいたらず休止し

た･これは莫大な費用と長年月をかけたゲｰテにと

って最大の失敗であり後年いろいろと取沙汰されたこ

ともよく知られる所である.またハノレツのゴスラｰ

(G･･1･r)附近の有名狂ラムメルスベルク(Ramm･1sbe･g)

の鉱山もその研究に関心を示し当時の地質学･鉱物

学の専門家であったVoIGTとしばしばノ･ルツ山中を

旅行して地質調査に当っている､やはりゲｰテはそ

の立場上経済性優先とならざるを得なかったのであろう.

その意味では鉱山地質学の先達の1人でもあったのであ

ろうか.また当時岩石の成因について水成論と火成

論の論争がかまびすしかったのであるがゲｰテはいく

つかの矛盾に悩みながらも水成論に傾いていった.こ

のことは《ヴィルヘルム･マイスタｰの遍歴時代》の第

2巻第9章でモンダｰンカミのべているように最後まで

自説を確信していたようでありまた《ファウスト》の

なかでも第2部第2慕のr古典的ヴァルプルギスの夜｣

におけるアナクサゴラスとタｰレスの論争などによくあ

らわれている.またファウストの第4幕のr高山地帯｣

のはじめにおけるメフィストフェレスとファウストの論

争のなかで火成論を主張するメフィストフェレスカミフ

ァウストに向ってr谷が山と校ゆ地下のものカミ地上に

現われる｣といった主張をすると水成論者のファ

ウストは｢山は永久に横たわり峯は峯谷は谷で不

動のものだ｣と反駁する場面カミあるがこれも同様なゲ

ｰテの主張の表現であろうとみたされている一

いづれにしてもゲｰテは当時の学界が火成論に傾き

つつあった時にあくまでも花商岩などカミ水中に沈澱し

たものであることなどを主張しこの考え方は晩年にい

たるまで変えなかったようである.

《ファウスト》の完成からいくぱくも校い1832年3

月22目正午近くゲｰテはヴァィマｰルにおいて椅子の

隅に身をよせかけたまま“もう少し明りを(M･h･Lichtl)"

とつぶやきながらついにその長くて栄光と破乱に満ちた

一生を閉じた.まさに巨星落っというべきであろう･

享年83才であった.

本論を草するに当り財団法人東京ゲｰテ記念館粉

川忠理事長には従来ゲｰテの地質学･鉱物学関係の紹介

が不充分であったことにかんがみ多大の激励をいたゴい

た.そして多くの貴重な資料の閲覧･収集についてまた

写真(1.2.4～7.10.計7葉)の掲載を許可されるなど多

くの御支援御協力をいただい牟.ここに記して深謝の意

を表する次第である.また当所地.質部寺岡易司技官にも

地質資料写真(3.8.9)の提供など御協力いただいた.

あわせて謝意を表する.

なお本論中r花開岩について｣の項は鈴木重人カミその他

の項と全体のとりまとめには山田正春カミ当った.

*:筆者ら他注
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